
 
 令和７年７月２５日  

 

令和７年度東京海洋大学海洋工学部海事システム工学科及び海洋電子機械工学科 

一般選抜（後期日程）における解答例の一部誤りと採点ミスについて 

 

このたび、令和７年３月１２日（水）に実施しました令和７年度東京海洋大学海洋工

学部海事システム工学科及び海洋電子機械工学科の一般選抜（後期日程）において、次

のとおり解答例の一部誤りと採点ミスがありましたのでお知らせいたします。 

受験者並びに関係者の皆様にはご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し上

げますとともに、今後は再発防止により一層努めてまいります。 

 

１ 対象学部 

海洋工学部海事システム工学科及び海洋電子機械工学科 

 

２ 入試区分 

 一般選抜(後期日程) 

 

３ 該当箇所 

個別学力検査物理 大問 2 解答欄(10)  

（問題については次頁参照） 

 

４ ミスの内容及び対応 

（1）解答例の誤り 

◎当初の解答例からの変更箇所         （誤）当初の解答例  

 

 

 

大問２は、板および物体の力のつり合いとモーメントのつり合いを組み合わせて解答

させる問題でしたが、(10)では、物体が摩擦のない板上で一瞬静止した場合、物体の重

力の『板に平行な成分』は加速度としてはたらいているため、物体が板に及ぼす力は物

体の重力 2mg ではなく、物体の重力の『板に垂直な成分』のみ、すなわち 2mg cos30°

となります。 

モーメントのつり合いの式は変わりませんが、系全体の鉛直および水平方向の力のつ

り合いの式に 2mg cos30°の鉛直成分と水平成分を用いることにより、求める条件式は

変更箇所の通りとなります。 

  



          

（2）採点ミス 

誤りのある解答例を用いて採点していたため、改めて採点結果(全答案用紙)の確

認を行ったところ、大問 2 (10) において、誤った解答例により正解として採点さ

れていた答案があったことが分かりました。 

該当の箇所について、減点をして受験者全員の合否判定を再度行ったところ、既に

発表済みの合否の判定結果に影響はありませんでした。 

 

◎該当の問題文 

 

【お問い合わせ先】 

学務部入試課  

電話：03-5463-0511  

E-mail：n-nyusi1@o.kaiyodai.ac.jp 


